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『蜻蛉 日記』消息文の 「侍 り」
会話文 との比較か ら














いう夫婦間の会話においては 「侍 り」が用いられないこと、また、道綱母が、 目
下の遠度に対 して、基本的には 「侍り」を用いないが丶他人行儀でぎこちない話










































6立 てたるところ はべなる槽(馬 の飼葉桶)は 、
(p223)《遠度→道綱母》
7人 の物忌 侍りしに(p228)《 道綱母→遠度》










10か くなむ 殿のおほせ はべめる。(p213)
のように、「貴人のもとに」ではな く 「話 し手のもとに」、「下位者が」ではな











































「『私のところでな くて』と思 う人」 とは、すなわち、仮住まいの主である道
綱母である。兼家にとって登子は、妹であるとは言え、天皇の妃であった人物で
あるから、敬語を使用する関係にあたる。実際、 ここでも 「まゐる」と謙譲語が






しての 「侍 り」によって十分に表されていることになる。もちろん、この 「侍 り」
が、「貴人のもとに下位者が居る」 という意味を持っ、素材敬語 としての 「侍 り」
であるか、そういった意味の捨象された、対者敬語 としての 「侍 り」であるかの




2-2他 の語と結びついて用いられる 「侍 り」
「存在」そのものを表すわけではないが、他の語と結びっいて、「そのような
状態である」ということを表す 「あり」に相当する 「侍 り」 もある。
まず、代名詞に続 く 「侍り」がある。13「さもあり」、14「かくあり」、15「か
うてもあり」の 「あり」にそれぞれ対応する 「侍 り」である。
13ま こと、忘るるは、[劉 もや侍 らむ。(p231)《 道綱母→兼家》
14[かく]な磁 ≦める。(P218)《 道綱母一遠度》
15こ の+か さなりたる(卵)は 、[亜]て も勉 ぬべかりけり.
(p83)《道綱母→九条殿女御》




様子をさすわけであるか ら、明 らかに 「貴人のもとに」「下位者が」 という条件
からは逸脱するものであると言えるだろう。
断定の助動詞に続 く場合 も同様である。
16さ てなでふこと回 も侍るかな。(p222)《 道綱母→兼家》
17かへ り匝]こそはべ りけめ。(p229)《 道綱母→遠度》
16「なでふこと」の中身は、兼家の言葉をさす。17が、「返事であるだろう。」
と言 う 「かへり(返事)」は、読み手か らの返事である。
形容詞に続 く例 もある。
18(遠 度が)い と[三塾]は べれば、(p222)《 道綱母→兼家》
ただ、これら状態を表す表現はいずれも、独立度の高い節の述語となる部分で
あって、少なくとも 『蜻蛉日記』においては、会話文の例も含あて、「うるさき
人」を 「うるさく侍 る人」 とするように、修飾句において 「侍り」が用いられる
例は見られなかった。
このほか、「～てあり」に対応する場合 もある。道綱母から兼家にあてた消息
文で、道綱を主語 とした 「思ひて+侍 り」の例が二っある。
19い とわびしと[塹]は んべめるを、(p100)《 道綱母→兼家》
20ま うでがたくのみ[亟]は べめるたよりになん.
(p150)《道綱母→兼家》
この2例 は、「思 ってあり」を、「思った状態が継続 している」のように、アス
ペクト表現としてとらえることも可能だが、「わびしいと思って(道 綱が)居 る





































と い う例 も あ る。
2-3動 詞に直接っ く 「侍り」
『蜻蛉日記』の消息文の 「侍り」の中で、最 も多いのは、動詞に直接下接する






う思える」 という意味の 「おぼゆ」「おもひしらる」に下接する例 もある。
24た だこのをさなき人の上なん、いみじく[函 侍るものはありける。
(p100)《道綱母→兼家》
25身 の宿世の おもひしられ 侍りて、(p223)《 遠度→道綱母》
24の「おぼえはべり」については、会話文においても4例見られたものである。
前稿で も触れたが、対者敬語 として、「思ふ」「見る」「聞く」には別に 「給ふ
(下二段)」が用いられる。それに対 して、「思ふ」 と意味の近い 「おぼゆ」にっ
















れている場合は、「侍 り」が使用されない例が数多 く見 られる。謙譲語に下接す
る 「侍 り」は、会話文では3例、消息文では1例であり、まったく不可能という
わけではないが、あまり一般的な例とは言えないようである。

















動詞)に 補助動詞 「侍 り」を用いる例は1例 もない。













































会話文における主な人物問の 「侍 り」の使用数は、概ね次の通 りである。
兼家 道綱母 道綱 遠度
兼家 / Oc7s) 0(5) 一
道綱母 OC20)/ OC18) 3C13)
道綱 1CI) 2C30)/ 1C2)
遠度 一 23(18)0(7')/
参考 と して、括弧 内に両者 の間で交わ され た会話の数を示す。ただ しその中に は、短 い断
片 的な会話 も含 まれている。 「一」 は、 「侍 り」が使われて いないが、そ もそ も判断で きるほ
どの会話数 がないことを表す。
一 方 、 消 息 文 の 「侍 り」 の 使 用数 を 同様 の表 に して示 す と、 次 の通 り にな る。
特 に注 目す べ き部 分 に、 網 掛 けを施 した。
兼家 道綱母 道綱 遠度




道綱 一 一 / 1C3>
遠度 一 15C11)




































































箇所に 「侍 り」が用いられている。 しかも、前章で述べたとおり、「さてなでふ
ことにも侍 るかな」の 「なでふこと」とは、読み手である兼家の言葉を指 したも
のである。
残された文献資料から、会話文で、本当に 「侍り」が用いられなかったのかを
証明することは不可能である。 しか し、これ らの状況から考えて、道綱母は、兼
















対 して、 しかも、恒常的にではなく、13会話中2会話、3例 だけ見 られるという















「侍 り」が見 られるわけである。 また、上に二重下線を施 して 「侍 り」が可能と
した部分にっいても、38は、世間一般の人が主語、39・40の「わづ らはし」「う
しろやすき」は形容詞であり、「侍 り」の使用される可能性の高いものではない。


















































れた2例 の 「侍 り」も説明できるのではないか。表にあるように、遠度か ら道綱
に対 して用いられた 「侍り」は、会話文では0だ ったのが、消息文では2と なっ
ており、やはり、消息文で 「侍り」の使用が増えている。ただ、遠度から道綱に
対する発話 ・消息は、それぞれわずか7例 ずっしかない。 しか も、会話文には、
それほど長い例はないので、消息文と会話文との比較はそれほど意味がない。 し
か し、それはそれとして、仮にも上司であり、叔父でもある遠度が、部下であり、
甥である道綱に対 して、2度 も 「侍り」を用いているのは、やはり、不思議なこ
とではないだろうか。具体的な使用例を挙げる。































以上のことか ら、『蜻蛉 日記』を通 して見 る、10世紀後半貴族社会における
「侍り」の使用実態として、次のような様子が浮かびあがってくる。










母に対 して、口頭での会話で も、消息文でも、「侍 り」を多用 した。さらに、部
下である道綱に対 しては、消息文において 「侍り」を用いることがあった。


























2使者を介 して の伝言 にっ いて は、 あるい は口頭 によ る伝言であ ったか もしれないが、直接
発話でな いという点 において、一括 して扱 う。
3「蜻蛉 日記』 には、信頼で きる本文 に恵 まれない とい う問題 があ る。 本稿 は、前稿 で詳 し
く述 べた とお り、 『蜻蛉 日記 』の本文 の異 同 は、 「文字 の混 同に源を発 する もので ある」
(今西祐一郎)と い う指摘をふまえ、現行 の校訂 によ る異同に 目を配 ったデータを用いて
全会話調査を行 うことによって、本文 に問題があ る場合 は、全 体の整合性の中で突出 して
くるはずであ るという考え方をとる。
4底本:侍 へめれ。新小:侍 べめれ
5こ の用例 にっいて は、「見 る」 という動詞 に、 「給ふ(下 二段)」を用 いなか ったのはなぜ
か という疑問が残 る。
6岩波旧大系 は、「なが らへ侍 らむ」 と読む。
7前稿で は8例 としたが、7例 に訂正 する。
8うち1例 は、本文 に異 同のあ る例。 また1例 は、遠度か ら道綱 あて の消息文の中にあ った、
道綱母への伝言Q
9謙譲語が用い られて いる箇所を除 く。会話文 について も同 じ。
1°残 り3っ の消息文 は次の通 り。
・曹司 にとの たまはせ たる武蔵は、 「みだ りに人 を」 とこそ きこえさすめれ。(p213)
・にげな いことゆゑに、 あや しの こゑ までや は。(小学館新全集 は、「あや しの こゑまでや
は」だ けを伝言文 とす る。)(p215)
・いとあや に くに、松明 ともの給 はせで、かへ らせ給ふめ りしは、たひ らか にや ときこえ
させ になん、(歌)、}いとほしう。(p220)
llただ し、 これは、必ず しも 「話 し言葉」 と 「書 き言葉」 とい う対立で はない。なぜな らば、
遠度 は、道綱母 に対 して、 口頭で話 しか ける時 にも 「侍 り」を多用 し、兼家 は、道綱母 に
対 して、消息文 にお いて も、「侍 り」 を用 いな いか らであ る。
12遠度が道綱 に対 して 「きこゆ」 とい う謙譲 語を用 いるの は、「『助 にものきこえむ』 とい
ひがて ら、暮 にもの したり。」(p215)とあるよ うに、r消息文 に限 った ことで はな い。同様
に、尊 敬語 「給 ふ」 の命令形 「給へ」 も、会話文 で用 い られ る(命 令 形以外 の尊 敬語の
「給 ふ」 が会話文で用 い られるか どうかを判断で きる用例 はない)。
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